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目 的 

 一連発表の(4)では、ネットいじめの加害理由の単純集計の

結果を報告する。従来の学校いじめの先行研究では、加害理

由として次のようなタイプの理由が取り上げられている(尾

木, 1999; 内藤, 2008; 餅川, 2011)。(1)「いじめ快感型」

の理由は、「相手を困らせるのがおもしろい」という被害者の

苦痛を喜ぶタイプのものである。(2)「ふざけ・遊び型」の理

由は、「からかっているつもりだった」というような遊び感覚

でいじめに安易に参加するタイプのものである。(3)「ストレ

ス解消型」の理由は、「いらいらしていたから」というような

いじめをストレス解消の手段として用いるタイプのものであ

る。(4)「いじめ正当化型」の理由は、「被害者に悪い点があ

ったから」といういじめの原因を被害者に帰属するタイプの

ものである。(5)「全能感希求型」の理由は、「被害者が自分

の言いなりになるのがおもしろいから」という誰かを支配服

従させることで自己満足感を得ようとするタイプのものであ

る。(6)「ボス追随型」の理由は、「いじめに参加しなければ

自分もいじめられるから」といったいじめの加害者側のいじ

め参加への圧力を理由とするものである。本研究では、こう

した学校いじめで加害の理由として挙げられるものが、ネッ

トでの加害行動の理由としても挙げられるのかを検討した。 

方 法 

 調査対象 一連発表の(3)の 2回目調査対象者 607名のうち、

加害行動 10項目について、「この 1 か月間に、携帯電話から

のネット利用において、同じ学校の人との間にくりかえし意

図的に行った経験」が１つの項目でも経験があると回答した

高校生 186名(男性 86名、女性 100名)を対象とした。 

 調査項目 ネットいじめの加害理由 13項目について、「ま

ったくあてはまらない」、「少しあてはまる」、「かなりあては

まる」、「非常にあてはまる」の 4件法で回答してもらった(各

項目内容は表 1参照)。 

手続き 一連発表の(3)と同様であった。 

結 果 と 考 察 

ネットいじめの加害理由の割合 ネットいじめの加害理由

について、「少しあてはまる」、「かなりあてはまる」、「非常に

あてはまる」と回答した割合の全体と男女別の結果を表 1に

示した。全体では、「からかいがいがあるから（やったらおも

しろい、楽しい）」や「相手も楽しそうだったから」というよ

うな「ふざけ・遊び型」の理由と、「相手が先にからんできた

から」、「相手に悪いところがあったから」のような「いじめ

正当化型」の理由が多く見られた。逆に、「なんとなくやらな

ければならないような雰囲気になっていたから」や「自分も

参加しないと同じようなことをされると思ったから」といっ

た「ボス追随型」の理由や「相手よりも上に立ちたいから」

といった「全能感希求型」の理由、「相手が苦しんでいるのが

おもしろかったから」といった「いじめ快感型」の理由はあ

まり見られなかった。また、加害理由の割合に特に有意な性

差は見られなかった。ネットいじめでは、いじめ加害行動時

にその場に加害者や被害者、その他のいじめの関係者がいな

いケースがあり、「ボス追随型」に必要な加害者からの圧力や

「いじめ快感型」を強化する即時的な他者からの苦痛反応が

ない場合が含まれる。そのため、他の理由と比べて割合が低

くなっている可能性が考えられる。 

悪質なネットいじめ加害行動経験者の加害理由の割合 全

体の加害理由の割合と比べると、「ネット上で同じ学校の人に、

危ない目にあわせるといった」や「同じ学校の人が傷つくよ

うなことをされているシーンを撮影し、ネット上に掲載した」

といった悪質なネットいじめの加害行動経験が 1つでもある

場合には、「相手よりも上に立ちたかったから」という「全能

感希求型」の理由の割合が多かった(43.6%；N=39)。 
 

表 1 ネットいじめの加害理由の割合(%) 

  全体 男子 女子 

相手も楽しそうだったから 50.5 50.0 51.0 

仲の良い子がやっていたから 45.2 43.0 47.0 

相手によかれと思ってやった 41.9 44.2 40.0 

なんとなくｲﾗｲﾗしていたから(ｽﾄﾚｽが

たまっていた) 

43.0 39.5 46.0 

からかいがいがあるから(やったらお

もしろい､楽しい) 

52.2 52.3 52.0 

相手に悪いところがあったから 50.0 50.0 50.0 

相手が先にからんできたから 50.5 50.0 51.0 

自分も参加しないと同じようなことを

されると思ったから 

17.2 22.1 13.0 

なんとなくやらなければならないよう

な雰囲気になっていたから 

26.3 30.2 23.0 

相手よりも上に立ちたかったから 25.8 30.2 22.0 

相手が嫌いだから(相手にむかつい

たから) 

48.4 46.5 50.0 

相手が苦しんでいるのがおもしろか

ったから 

25.3 31.4 20.0 

相手の反応がおもしろかったから 45.7 50.0 42.0 
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